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〜偉人の言葉〜 

I am not discouraged, because 

every wrong attempt discarded is 

another step forward.  
私は決して失望などしない。なぜなら、どんな

失敗も新たな一歩となるからだ。  

  トーマス・エジソン  

 

English Science Lab. Workshop 

ペットボトルロケット作成 ＆ 打ち上げレース 
 

 「イングリッシュサイエンスラボ」は、本校 ALT の

Ms. Brittany Young と Mr. John Wilkening の協力で実

施された。500ml ペットボトルロケットの作成と打ち上

げレース。英語力を向上させながら科学的チャレンジに

取り組み、チームワーク、創造性、問題解決力を発揮し、

楽しさと学びを同時に得ることができる。みんなワクワ

クした様子で、ロケットの設計や材料の選択、作成と取

り組んだ。チームでアイディアを練り上げ、メンバーと

議論しながら最良の方法でロケットを作成。 

 

打ち上げレース 優勝チーム  実験に対する実際の気づき  Press Conference Style 発表会 

 

 

 

 

 

 写 真  写真 

優勝チームは「Sharp Team」

で、飛距離はなんと 36.6m！ 

２位チームに大差をつけての勝利。

500ml ボトルだとなかなかの距離 

小雨降る中のレースにも関わら

ず、全チームが必死になった。その

取り組みへの努力や工夫を讃えて、

様々なネーミングの賞が授与され

た。例えば、「 U-Turn flight 賞」、 

「 Shortest Distance 賞 」、

「 Beautiful Design 賞」、 

「 Alien Contact 賞」など。 

 ・先が尖がっているほど良いんだ。

形状や大きさが飛行に影響する。 

・フィンの大切さがわかった。最初

はフィンの必要性が疑問だったけ

ど、実際に打ち上げてみて、安定性

に影響すると実感。 

・ペットボトルと紙だけで、思った

よりも飛ぶ。水の重さが飛行距離に

影響するのこともわかった。 

・みんなでアイディアを出し合い

作るのが楽しかった。自分たちの手

で飛ばす瞬間はワクワクした！ 

 プログラムの最後は、英語での

「記者会見スタイル」での Q&A を

実施。各チームのロケットの特徴や

アピールポイントに迫った。 

生徒たちは、英語を学びながら楽

しくロケットを作成し、打ち上げレ

ースに挑戦したことに満足。今回、

初めて出会う人との交流や、問題解

決能力や発表力の向上を実感。英語

とサイエンスに挑戦するこのワー

クショップは、学習と楽しさを結び

つけた素晴らしい体験となった。 



 


